
3　校

（30−G1）10月20日

2025年度　　総合型選抜（9月募集）

基 礎 力 テ スト

1 ．�監督者の指示があるまで問題冊子を開いてはいけません。また、試験中は監督者の指
示に従ってください。

2 ．�この試験は、すべてマークシート方式での解答となります。
　　必ず黒の鉛筆またはシャープペンシルを使用し、適度な濃さでマークしてください。

3 ．�解答用紙には解答欄以外に次の記入欄があるので、監督者の指示により、それぞれ正
しく記入し、マークしてください。
1）氏名欄に氏名とフリガナを記入してください。
2）�受験番号欄に、受験票に記載されている受験番号を記入し、その下の受験番号マー

ク欄を正確にマークしてください。
3）�試験開始後、解答科目欄の中から解答教科に応じて、該当箇所をマークしてくだ

さい。学部・学科／コースによって選択できる教科が異なりますので、裏表紙の
一覧を参照し、間違いのないようにしてください。

4 ．この問題冊子は英語・数学・国語の3教科が合冊されています。

5 ．�この注意事項は裏表紙にも続きます。問題冊子を裏返して、裏表紙の注意事項も確認
してください。

注 意 事 項

教科名 英　語 数　学 国　語

ページ 1～4 5 6～11
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1  �次の英文を読み，各設問に答えなさい。解答は，それぞれ①～④の中からもっとも適切
なものを1つ選びなさい。（解答番号 1 ～ 9 ）

　　Trees are a special gift from nature. Sometimes people forget all the wonderful things 
they do for us. They protect us from the hot sun, strong winds and heavy rain. They give us 
delicious fruits and nuts. （1）They are beautiful to look at, especially in the spring and fall. 
　　Trees also help the environment. In（　　2　　）to cleaning and cooling the air, they 
protect the ground from erosion*1. Birds, small animals and insects build nests in trees for 
safety and protection from bad weather. Unfortunately trees are in danger from both natural 
and human causes. Some die from diseases, while others are destroyed by wildfires or 
lightning. Too many are cut down to make open space for new homes, factories and farms. 
　　To stop （3）this danger, we must plant more trees ― in the country, in the suburbs and 
especially in the cities.（　　4　　）to researchers, trees improve the quality of city life. 
Since more and more people are living in cities, the green spaces must be increased. 
　　Many cities have ambitious plans. They are planting trees on sidewalks, in malls and 
around offices and apartment buildings. They are creating （5）urban forests ― that is, areas 
with lots of trees. Here people can walk, exercise, or simply relax and enjoy the peace and 
beauty of nature. 
　　These urban forests also protect the environment. They lower the temperature of the air 
in the summer so people need less AC*2. In this way, trees help reduce energy use. The air is 
cleaner because trees absorb carbon dioxide. Thanks（　　6　　）these urban forests, many 
birds, bees, butterflies and small animals are coming back to the cities.

（7）

＊erosion*1　土壌の浸食　　　＊AC*2　air conditioning　空調

問1　�下線部（1）のThey が指しているものを次の①～④の中から選びなさい。
① strong winds ② fruits and nuts	 ③　trees ④ four seasons

（解答番号 1 ）

問2　空欄（2）に入れるのにもっとも適切な語を次の①～④の中から選びなさい。
① appreciation ② addition ③ addiction ④ announcement

（解答番号 2 ）

問3　下線部（3）のthis danger に含まれないものを①～④の中から選びなさい。
① ground erosions
② diseases which kill trees
③ wildfires and lightning
④ open space being made by cutting down trees

（解答番号 3 ）

英語

英語1

出典：Joan McConnell / Kiyoshi Yamauchi　「Changing Times, Changing Worlds」　成美堂
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問4　空欄（4）に入れるのにもっとも適切な語を次の①～④の中から選びなさい。
① Hoping	 ② Frightening	 ③ Granting	 ④ According

（解答番号 4 ）

問5　�下線部（5）のurban forestsに関する次の文の空所に入れるのにもっとも適切なものを以
下の①～④の中から選びなさい。
Urban forests are ＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿
① unimportant for people who want to improve the quality of city life.
② unnecessary for people who love to exercise and go running.
③ good for people who love to be in nature and feel relaxed.
④ useful for people who want to take care of the trees and flowers.

（解答番号 5 ）

問6　空欄（6）に入れるのにもっとも適切な語を次の①～④の中から選びなさい。
① for	 ② to	 ③ with	 ④ of

（解答番号 6 ）

問7　本文の内容に合っている文を次の①～④の中から1つ選びなさい。
① Trees are important only for farmers who grow trees that bear fruits. 
② Some trees are useful while other trees are harmful to the environment.
③ Only some kinds of special trees do harm to human beings.
④ Trees do many special things not only for people but also for the environment.

（解答番号 7 ）

問8　本文の内容に合っている文を次の①～④の中から1つ選びなさい。
① Trees are in danger because insects eat wood.
② Trees are in danger because the prices have fallen.
③ Trees are threatened by natural and human causes.
④ Trees are threatened by soil erosion and severe weather.

（解答番号 8 ）

問9　�文章のまとめとして空所（7）に入れるのにもっとも適切な1文を次の①～④の中から選
びなさい。
① Many people find natural ways of living sometimes inconvenient.
② To develop technologies to prevent land erosion is most important. 
③ Many cities destroy offices to plant trees to make urban forests.
④ To protect trees is a way to thank nature for this special gift.

（解答番号 9 ）

英語2
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2  �次の問1～問3の会話の空欄 1 ～ 6 に入るもっとも適切なものをそれぞれ①～④
の中から1つ選びなさい。（解答番号 1 ～ 6 ）

問1　遺失物取扱所で。
Man	 ：Excuse me. Has anyone handed in a wallet?
Officer	：Maybe. What kind of wallet is it?
Man	 ：Itʼs a black leather one. I left it on the train this morning.
Officer	：（ 1 ）
Man	 ：It was the 8:35 a.m. train from Grand Central Station.
Officer	：Can you tell me what was inside?
Man	 ：（ 2 ）
Officer	：OK. Iʼll go and check. In the meantime, please fill out this form.
Man	 ：Do you have a pen?
Officer	：Yes. Please give it back when youʼre finished.

1 	 ① Which train was it?
	 ② It was inside the train
	 ③ When did you realize you lost it?
	 ④ Which is your usual train?

（解答番号 1 ）
2 	 ① Someone may have brought it here.

	 ② Can I see your wallet?
	 ③ Do I have to show you my ID card?
	 ④ Some cash and ID cards.

（解答番号 2 ）

問2　図書館で本のリストを見ている歩夢とミゲルのところへエイミーがやってきました。
Amy	 ：Hey, guys. What are you doing here?
Miguel	：Hi, Amy. （ 3 ）
Ayumu	：The librarian gave us this list.
Amy	 ：Hmm. Iʼve read all of those books already.
Miguel	：All of them? Itʼs a long list.
Amy	 ：Well, Iʼm really smart, you know.
Miguel	：Right. Iʼm going to read Calm Before the Storm by Michael Silver.
Amy	 ：（ 4 ）
Ayumu	：What? You said, “Iʼve read all of the books.”

英語3

出典：NHKラジオ基礎英語2 2024年7月号より



―　　―4

3　校

3 	 ① Weʼre reading books for summer homework.
	 ② Weʼre looking for summer reading books.
	 ③ I have just returned the book I borrowed last week.
	 ④ We are about to ask the librarian about books for teens.

（解答番号 3 ）

4 	 ① He is a good writer. You chose a good book.
	 ② Really? His story is boring. I never recommend it.
	 ③ Thatʼs a good book. You have to return it within three weeks.
	 ④ Whoʼs that? Iʼm not sure who he is.

（解答番号 4 ）

問3　直樹・飛鳥夫婦が子どもの蓮と陽菜を連れて祖父母の家へ到着したところです。
Hina	 ：Grandpa! Grandma! I missed you.
Grandpa	：Oh, itʼs so lovely to see you! How was the drive?
Asuka	 ：It was fine! Oh, Naoki, （ 5 ）
Naoki	 ：Sure. Iʼll bring them inside.
Asuka	 ：Thanks. Wait, Whereʼs Ren?
Hina	 ：（ 6 ）
Ren	 ：Iʼll be there in a minute, Mom!
Grandma	：Itʼs fine, dear. Take your time.
Asuka	 ：Ren! Please turn off that video game. Come and say hi to your grandparents!
Ren	 ：Iʼm almost finished with this level.

5 	 ① what are you doing here?
	 ② can you tell Hina and Ren to be polite?
	 ③ can you help me with these suitcases?
	 ④ can you put these suitcases into the car?

（解答番号 5 ）

6 	 ① He is doing his homework at home.
	 ② Heʼs still playing a video game in the back seat.
	 ③ He said, “I want to eat Grandmaʼs homemade dish.”
	 ④ He is about to say hi to Grandpa online.

（解答番号 6 ）

英語4（最終ページ）

出典：高田智子の　大人の学びなおし英会話　2024年　春号
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3  �以下の 1 ～ 9 に、次の数値（0～9）の中から適するものを選んで解答用紙の所定
欄にマークせよ。

問1　3x2− 6x−72を因数分解すると、 1 （x＋ 2 ）（x− 3 ）である。

問2　下の図において、ATは円Oの接線、Aは接点であるとき、θ＝ 4 5 °である。

問3　�50人の生徒が45点満点の試験を受けたところ、その得点のデータの四分位範囲が12点
であった。生徒全員の得点を2倍して5点を加えたときの四分位範囲は 6 7 点
である。

問4　�自然数Nを3進法で表すと4桁の整数a0bb（3）で、4進法で表すと3桁の整数3aa（4）で
ある。
このNを10進法で表すと 8 9 である。

4  � a、bを定数とし、a＞0とする。2次関数y＝ax2－4ax＋2bについて以下の問いに答え、
1 ～ 11 に、次の数値（0～9）の中から適するものを選んで解答用紙の所定欄にマー

クせよ。ただし、分数は可能な限り約分した形で答えること。

問1　この2次関数のグラフの頂点の座標は（ 1 ，－ 2 a＋ 3 b）である。

問2　�この2次関数のグラフの頂点が直線y＝2x－10上にあるとき、bをaで表すと
b＝ 4 a－ 5 である。

問3　－3≦x≦3におけるこの2次関数の最大値が33、最小値が－42のとき、
a＝ 6 、b＝－ 7 8 である。

問4　a＝1とする。この2次関数のグラフがx軸から切り取る線分の長さが2√17のとき、

b＝－
9 10

11
である。

°θ

数学

数学1（最終ページ）
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5
　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
一
～
五
に
答
え
な
さ
い
。

フ
ァ
ン
も
マ
ス
コ
ミ
も
、
そ
れ
か
ら
選
手
自
身
も
、
観
客
の
応
援
が
選
手
の
ド

（
ａ
）

ウ
キ
づ
け
を
高
め
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
。
プ
ロ
野
球
の
ヒ
ー
ロ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
の
お
立
ち
台
に
立
っ
た
選
手
の
決
ま
り
文
句
は
、

「
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
応
援
の
効
果
に
つ
い
て
は
研
究
者
に
よ
っ
て
ケ

（
ｂ
）

ン
カ

イ
が
分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
効
果
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

英
国
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
し
た
研
究
に
よ
れ
ば
、
ホ
ー
ム
・
チ
ー
ム
が
勝
っ

た
場
合
に
は
自
分
た
ち
の
応
援
が
勝
利
を
促

（
ｃ
）

し
、
相
手
チ
ー
ム
の
作
戦
を
ボ

（
ｄ
）

ウ
ガ
イ
し
た
り
意
気
消

（
ｅ
）

沈
さ
せ

た
り
し
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
負
け
た
場
合
に
は
自
分
た
ち
に
責
任
が

あ
る
な
ど
と
は
思
わ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
年
間
チ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
熱
心
な
フ
ァ
ン

ほ
ど
強
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
熱
心
な
フ
ァ
ン
の
場
合
、
チ
ー
ム
に
対
す
る
想
い
が
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
一
部
に
な
っ
て
い
て
、
応Ａ

援
す
る
こ
と
が
そ
の
確
認
作
業
の
一
環
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　
応
援
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
研
究
で
は
東
大
、
京
大
、

名
古
屋
大
、
大
阪
大
の
体
育
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
て
い
る
男
女
大
学
生
72
名
に
、
応
援
と
失
点
の

関
係
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
調
査
内
容
は
味
方
の
応
援
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
、
重
要
な
試
合
と
重
要
で

な
い
試
合
、
有
利
な
状
況
と
不
利
な
状
況
で
の
認
知
上
の
（
主
観
的
な
）
失
点
確
率
と
実
際
の
ゲ
ー
ム
で
の

失
点
確
率
で
あ
っ
た
。
調
査
は
場
面
想
定
法
を
用
い
た
。
た
と
え
ば
応
援
が
あ
っ
て
重
要
な
試
合
の
場
面
は
「
あ

な
た
は
今
、
テ
ニ
ス
の
試
合
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
試
合
は
あ
な
た
に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
大
会
で
す
。

自
分
の
後
ろ
に
は
た
く
さ
ん
の
味
方
の
応
援
が
い
ま
す
。
続
く
質
問
に
回
答
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
重
要
で
な
い
試
合
で
応
援
が
な
い
場
面
は
「
あ
な
た
は
今
、
テ
ニ
ス
の
試
合
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
試
合
は
、
校
内
戦
も
し
く
は
練
習
試
合
で
す
。
仲
間
の
応
援
は
な
く
、
ま
た
自
分
の
後
ろ
に
敵
の
応
援
が

い
ま
す
。
続
く
質
問
に
回
答
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
有
利
な
状
況
は
、
あ
と
一
点
取

れ
ば
ゲ
ー
ム
を
取
る
カ
ウ
ン
ト
や
、
あ
と
一
点
取
れ
ば
試
合
に
勝
つ
カ
ウ
ン
ト
、
そ
れ
か
ら
あ
と
一
点
取
れ

ば
試
合
に
勝
つ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
で
の
カ
ウ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
不Ｂ

利
な
状
況
は
前
述
の
状
況
の

逆
の
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
被
験
者
は
「
ど
の
く
ら
い
の
確
率
で
失
点
す
る
と
思
う
か
」
と
い
う
質
問
に

回
答
し
た
。
ま
た
実
際
の
ゲ
ー
ム
で
の
失
点
確
率
は
、
前
述
の
場
面
想
定
法
で
設
定
し
た
場
面
と
対
応
す
る

場
面
の
デ
ー
タ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
分
析
し
た
。

　
図
１
は
主
観
的
な
失
点
確
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
、
重
要
な
試
合
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ

う
が
、

ア

と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　
い
っ
ぽ
う
、
図
２
は
実
際
の
ゲ
ー
ム
で
の
失
点
確
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
、
重
要
な
試

合
で
は

イ

、
重
要
で
な
い
試
合
で
は

ウ

こ
と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
な
分
析
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
応
援
は
主
観
的
に
は
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る

と
思
わ
れ
て
い
る
（
選
手
自
身
も
思
っ
て
い
る
）
が
、
現
実
は
そ
の
よ
う
に
な
ら
ず
、
逆
に
応
援
は
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

エ

す
る
傾
向
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

国
語

国
語
1
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5

次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
一
～
五
に
答
え
な
さ
い
。

フ
ァ
ン
も
マ
ス
コ
ミ
も
、
そ
れ
か
ら
選
手
自
身
も
、
観
客
の
応
援
が
選
手
の
ド

（
ａ
）

ウ
キ
づ
け
を
高
め
る
も
の

と
思
っ
て
い
る
。
プ
ロ
野
球
の
ヒ
ー
ロ
ー
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
の
お
立
ち
台
に
立
っ
た
選
手
の
決
ま
り
文
句
は
、

「
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
応
援
の
効
果
に
つ
い
て
は
研
究
者
に
よ
っ
て
ケ

（
ｂ
）

ン
カ

イ
が
分
か
れ
て
い
る
。
ま
た
あ
っ
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ほ
ど
大
き
な
効
果
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

英
国
の
サ
ッ
カ
ー
フ
ァ
ン
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
を
し
た
研
究
に
よ
れ
ば
、
ホ
ー
ム
・
チ
ー
ム
が
勝
っ

た
場
合
に
は
自
分
た
ち
の
応
援
が
勝
利
を
促

（
ｃ
）

し
、
相
手
チ
ー
ム
の
作
戦
を
ボ

（
ｄ
）

ウ
ガ
イ
し
た
り
意
気
消

（
ｅ
）

沈
さ
せ

た
り
し
て
い
る
と
思
い
込
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
負
け
た
場
合
に
は
自
分
た
ち
に
責
任
が

あ
る
な
ど
と
は
思
わ
な
い
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
年
間
チ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
て
い
る
熱
心
な
フ
ァ
ン

ほ
ど
強
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
熱
心
な
フ
ァ
ン
の
場
合
、
チ
ー
ム
に
対
す
る
想
い
が
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

の
一
部
に
な
っ
て
い
て
、
応Ａ

援
す
る
こ
と
が
そ
の
確
認
作
業
の
一
環
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

応
援
が
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
も
あ
る
。
こ
の
研
究
で
は
東
大
、
京
大
、

名
古
屋
大
、
大
阪
大
の
体
育
会
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
に
所
属
し
て
い
る
男
女
大
学
生
72
名
に
、
応
援
と
失
点
の

関
係
に
つ
い
て
調
査
し
た
。
調
査
内
容
は
味
方
の
応
援
が
あ
る
場
合
と
な
い
場
合
、
重
要
な
試
合
と
重
要
で

な
い
試
合
、
有
利
な
状
況
と
不
利
な
状
況
で
の
認
知
上
の
（
主
観
的
な
）
失
点
確
率
と
実
際
の
ゲ
ー
ム
で
の

失
点
確
率
で
あ
っ
た
。
調
査
は
場
面
想
定
法
を
用
い
た
。
た
と
え
ば
応
援
が
あ
っ
て
重
要
な
試
合
の
場
面
は
「
あ

な
た
は
今
、
テ
ニ
ス
の
試
合
を
し
て
い
ま
す
。
そ
の
試
合
は
あ
な
た
に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
大
会
で
す
。

自
分
の
後
ろ
に
は
た
く
さ
ん
の
味
方
の
応
援
が
い
ま
す
。
続
く
質
問
に
回
答
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
ま
た
重
要
で
な
い
試
合
で
応
援
が
な
い
場
面
は
「
あ
な
た
は
今
、
テ
ニ
ス
の
試
合
を
し
て
い
ま
す
。
そ

の
試
合
は
、
校
内
戦
も
し
く
は
練
習
試
合
で
す
。
仲
間
の
応
援
は
な
く
、
ま
た
自
分
の
後
ろ
に
敵
の
応
援
が

い
ま
す
。
続
く
質
問
に
回
答
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
有
利
な
状
況
は
、
あ
と
一
点
取

れ
ば
ゲ
ー
ム
を
取
る
カ
ウ
ン
ト
や
、
あ
と
一
点
取
れ
ば
試
合
に
勝
つ
カ
ウ
ン
ト
、
そ
れ
か
ら
あ
と
一
点
取
れ

ば
試
合
に
勝
つ
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
で
の
カ
ウ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
い
っ
ぽ
う
不Ｂ

利
な
状
況
は
前
述
の
状
況
の

逆
の
状
況
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
被
験
者
は
「
ど
の
く
ら
い
の
確
率
で
失
点
す
る
と
思
う
か
」
と
い
う
質
問
に

回
答
し
た
。
ま
た
実
際
の
ゲ
ー
ム
で
の
失
点
確
率
は
、
前
述
の
場
面
想
定
法
で
設
定
し
た
場
面
と
対
応
す
る

場
面
の
デ
ー
タ
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
分
析
し
た
。

図
１
は
主
観
的
な
失
点
確
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
、
重
要
な
試
合
で
あ
ろ
う
が
な
か
ろ

う
が
、

ア

と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

い
っ
ぽ
う
、
図
２
は
実
際
の
ゲ
ー
ム
で
の
失
点
確
率
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
図
か
ら
、
重
要
な
試

合
で
は

イ

、
重
要
で
な
い
試
合
で
は

ウ

こ
と
が
わ
か
る
。

こ
の
よ
う
な
分
析
か
ら
わ
か
る
こ
と
は
、
応
援
は
主
観
的
に
は
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
向
上
さ
せ
る

と
思
わ
れ
て
い
る
（
選
手
自
身
も
思
っ
て
い
る
）
が
、
現
実
は
そ
の
よ
う
に
な
ら
ず
、
逆
に
応
援
は
、
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
選
手
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

エ

す
る
傾
向
が
強
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
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（
釘
原
直
樹

　『
人
は
な
ぜ
集
団
に
な
る
と
怠
け
る
の
か
』
中
公
新
書
、
二
〇
一
三
年
、
一
七
三
頁
～
一
七
六
頁
、　
一
部
変
更
）

問
一

　
文
章
中
の
傍
線
部（
ａ
）～（
ｅ
）の
読
み
方
あ
る
い
は
漢
字
と
し
て
正
し
い
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
、
①
～

④
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、

１

～

5

。

　
１
（
ａ
）
ド
ウ
キ

　
　
①

　
動
悸

②

動
機

③

同
期

④

同
機

2
（
ｂ
）
ケ
ン
カ
イ

　
①

　
険
開

②

賢
解

③

研
開

④

見
解

3
（
ｃ
）
促
し

　
　
　
①

う
な
が

②

ほ
ど
こ

③

も
た
ら

④

め
ぐ
ら

4
（
ｄ
）
ボ
ウ
ガ
イ

　
①

　
妨
害

②

防
害

③

坊
害

④

望
外

5
（
ｅ
）
消
沈

　
　
　
①

し
ょ
う
き
ょ

　
②

　
し
ょ
う
で
ん

　
③

　
し
ょ
う
ち
ん

　
④

　
し
ょ
う
し
ん

問
二

　
傍
線
部
Ａ
「
応
援
す
る
こ
と
が
そ
の
確
認
作
業
の
一
環
に
な
っ
て
い
る
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
ど
う
い
う

こ
と
か
。
正
し
い
も
の
を
１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

　
　
　
解
答
番
号
は
、

6

。

　
１

　
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
応
援
す
る
こ
と
で
、
自
分
自
身
と
そ
の
チ
ー
ム
の
一
体
感
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
機
会
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

　
２

　
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
応
援
す
る
こ
と
で
、
そ
の
チ
ー
ム
は
自
分
の
所
有
物
だ
と
感
じ
ら
れ
る
ひ
と
つ
の

機
会
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

　
３

　
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
応
援
す
る
こ
と
で
、
ど
れ
だ
け
自
分
が
そ
の
チ
ー
ム
を
愛
し
て
い
る
か
を
測
る
バ

ロ
メ
ー
タ
ー
に
な
る
と
い
う
こ
と
。

　
４

　
熱
心
な
フ
ァ
ン
が
応
援
す
る
こ
と
で
、
他
の
人
と
は
違
う
と
い
う
特
別
感
を
味
わ
え
る
唯
一
の
環
境

だ
と
い
う
こ
と
。

70

60

50

40

30

失
点
率（
％
）

応援あり

有利
38.70

不利
44.86 44.86

52.78

応援なし
重要

38.85

44.67

応援あり

41.53

48.13

応援なし
非重要

70

60

50

40

30

失
点
率（
％
）

応援あり

有利

45.83

不利
55.44

47.25

51.26

応援なし
重要

60.35

47.41

応援あり

54.05

38.87

応援なし
非重要

図1

図2
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問
三

　
傍
線
部
Ｂ
「
不
利
な
状
況
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
不
利
な
状
況
」
に
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
、

１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、

7

。

　
１

　
あ
と
一
点
失
え
ば
ゲ
ー
ム
を
失
う
カ
ウ
ン
ト
の
状
況

　
２

　
仲
間
の
応
援
が
な
く
自
分
の
後
ろ
に
敵
の
応
援
が
い
る
状
況

　
３

　
試
合
に
負
け
る
ま
で
あ
と
わ
ず
か
と
い
う
カ
ウ
ン
ト
の
状
況

　
４

　
フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
で
試
合
に
負
け
そ
う
な
ぎ
り
ぎ
り
の
状
況

問
四

　
文
章
中
の
空
欄
ア
イ
ウ
に
当
て
は
ま
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
、
１
～
３
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番

号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、
ア
が

8

、
イ
が

9

、
ウ
が

10

。
た
だ

し
、
イ
に
入
る
場
合
は
、（

　
）
の
よ
う
に
末
尾
を
変
化
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
同
じ
番
号
を

複
数
回
使
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　
１

　
応
援
が
あ
っ
た
方
が
失
点
確
率
は
低
い
（
低
く
）

　
２

　
応
援
が
あ
っ
た
方
が
失
点
確
率
は
高
い
（
高
く
）

　
３

　
応
援
の
有
無
は
失
点
確
率
に
ほ
と
ん
ど
影
響
し
な
い
（
せ
ず
）

問
五

　
文
章
中
の
空
欄
エ
に
当
て
は
ま
る
も
の
を
、
１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し

な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、

11

。

　
１

　
評
価

　
　
　
　
２

　
疎
外

　
　
　
　
３

　
低
下

　
　
　
　
４

　
阻
害

国
語
3



3
　
校

―
　
　
―8

問
三

�

傍
線
部
Ｂ
「
不
利
な
状
況
」
と
あ
る
が
、
こ
こ
で
の
「
不
利
な
状
況
」
に
当
て
は
ま
ら
な
い
も
の
を
、

１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、

7

。

１

あ
と
一
点
失
え
ば
ゲ
ー
ム
を
失
う
カ
ウ
ン
ト
の
状
況

２

仲
間
の
応
援
が
な
く
自
分
の
後
ろ
に
敵
の
応
援
が
い
る
状
況

３

試
合
に
負
け
る
ま
で
あ
と
わ
ず
か
と
い
う
カ
ウ
ン
ト
の
状
況

４

フ
ァ
イ
ナ
ル
ゲ
ー
ム
で
試
合
に
負
け
そ
う
な
ぎ
り
ぎ
り
の
状
況

問
四

�

文
章
中
の
空
欄
ア
イ
ウ
に
当
て
は
ま
る
も
の
を
そ
れ
ぞ
れ
、
１
～
３
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番

号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、
ア
が

8

、
イ
が

9

、
ウ
が

10

。
た
だ

し
、
イ
に
入
る
場
合
は
、（

）
の
よ
う
に
末
尾
を
変
化
さ
せ
る
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
同
じ
番
号
を

複
数
回
使
っ
て
は
な
ら
な
い
。

１

応
援
が
あ
っ
た
方
が
失
点
確
率
は
低
い
（
低
く
）

２

応
援
が
あ
っ
た
方
が
失
点
確
率
は
高
い
（
高
く
）

３

応
援
の
有
無
は
失
点
確
率
に
ほ
と
ん
ど
影
響
し
な
い
（
せ
ず
）

問
五

�

文
章
中
の
空
欄
エ
に
当
て
は
ま
る
も
の
を
、
１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し

な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、

11

。

１

評
価

２

疎
外

３

低
下

４

阻
害

―
　
　
―9

6
　
次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
一
～
四
に
答
え
な
さ
い
。

こ
こ
ま
で
の
展
開

「
俺
」
は
、
女
性
の
刀
鍛
冶
（
鉄
を
打
っ
て
刀
を
作
る
職
人
）
で
あ
る
「
か
が
り
さ
ん
」
の
工
房
に
、

見
習
い
で
住
ん
で
い
る
高
校
生
で
あ
る
。
そ
こ
へ
来
客
が
あ
っ
た
。

　
客
は
三
人
。
夫
婦
と
、
そ
の
娘
。
娘
さ
ん
が
近
々
結
婚
す
る
そ
う
で
、
そ
の
嫁
入
り
道
具
の
一
つ
と
し
て

短
刀
を
注
文
し
た
ら
し
い
。
あ
あ
、
な
る
ほ
ど
。
そ
う
い
え
ば
少
し
前
に
そ
ん
な
話
を
か
が
り
さ
ん
か
ら
聞

い
た
こ
と
が
あ
っ
た
っ
け
。

「
和
装
の
小
物
ん
一
つ
に
懐
刀
い
う
も
ん
が
あ
っ
て
ね
。
本
来
は
先
祖
伝
来
の
刀
と
か
、
しＡ

ゃ
ん
し
ゃ
ん
し
つ

ら
え
た
も
ん
を
差
す
ん
が
習
わ
し
だ
い
ど
、
最
近
は
式
場
で
全
部
レ
ン
タ
ル
で
き
て
し
ま
う
だ
け
ん
、
わ
ざ

わ
ざ
自
前
の
短
刀
を
贈
ろ
う
い
う
親
も
珍
し
い
わ
ね
」

　
か
が
り
さ
ん
は
そ
ん
な
ふ
う
に
言
っ
て
い
た
。

「
式
じ
ゃ
、
ど
う
せ
刀
は
見
え
な
い
ん
で
す
よ
ね
…
…
」

　
懐
刀
と
い
う
が
、
実
際
に
は
専
用
の
袋
に
入
れ
ら
れ
て
紐
で
結
ば
れ
た
状
態
で
帯
に
差
す
。
結
婚
式
場
の

レ
ン
タ
ル
は
、
本
物
の
刀
な
ん
か
入
っ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
見
て
く
れ
だ
け
を
考
え
る
な
ら
、
最
初
か
ら
刀

な
ん
か
必
要
な
い
の
だ
。

　
言Ｂ

外
に
含
ん
だ
俺
の
指
摘
を
、
か
が
り
さ
ん
は
平
然
と
受
け
止
め
た
よ
う
に
見
え
た
。
と
い
う
か
、
言
わ

れ
慣
れ
て
い
そ
う
だ
っ
た
。

「
い
い
だ
わ
よ
。
レ
ン
タ
ル
は
式
が
終
わ
り
ゃ
あ
全
部
返
し
て
し
ま
う
け
ど
、
こ
ん
短
刀
は
式
ん
後
も
花
嫁
の

手
元
に
残
っ
だ
け
ん
。
そ
っ
が
大
事
な
ん
だ
わ
よ
」

　
…
…
そ
ん
な
ふ
う
に
言
っ
て
い
た
け
れ
ど
。

「
要
ら
な
い
わ
よ
そ
ん
な
も
の
。
式
場
で
用
意
し
て
く
れ
る
ん
だ
か
ら
」

甲
高
い
声
が
廊
下
に
響
い
て
い
る
。
こ
れ
は
娘
さ
ん
の
発
言
だ
。

「
だ
け
ど
ほ
ら
、
お
守
り
だ
か
ら
。
一
生
も
の
だ
し
…
…
」

「
本
物
な
ん
て
余
計
危
な
い
じ
ゃ
な
い
。
だ
い
た
い
ど
こ
に
置
い
て
お
く
の
よ
。
将
来
子
供
が
う
っ
か
り
触
り

で
も
し
た
ら
」

「
も
う
作
っ
て
い
た
だ
い
た
ん
だ
か
ら
。
素
直
に
受
け
取
り
な
さ
い
」

「
私
要
ら
な
い
っ
て
。
お
父
さ
ん
た
ち
が
も
ら
っ
て
い
い
か
ら
」

　
さ
っ
き
か
ら
親
子
で
揉
め
て
い
る
。
ど
う
や
ら
両
親
に
よ
り
短
刀
の
制
作
が
依
頼
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
、

娘
さ
ん
は
今
日
知
っ
た
ら
し
い
。
声
を
聞
く
限
り
気
の
強
そ
う
な
花
嫁
さ
ん
だ
が
、
作
っ
た
張
本
人
を
目
の

前
に
し
て
要
ら
な
い
の
一
点
張
り
は
な
か
な
か
豪
胆
だ
。
か
が
り
さ
ん
は
…
…
我
関
せ
ず
で
眺
め
て
い
る
ん

だ
ろ
う
な
。

　
と
、
思
っ
て
い
た
ら
、
割
っ
て
入
る
よ
う
だ
っ
た
。

「
ち
ょ
っ
と
い
い
か
い
ね
、
花
嫁
さ
ん
」

　
決
し
て
圧
の
あ
る
声
を
出
し
た
感
じ
で
は
な
か
っ
た
け
れ
ど
、
応
接
間
が
静
ま
り
返
る
。
そ
の
様
子
は
、

見
て
い
な
く
て
も
リ
ア
ル
に
想
像
で
き
る
。

「
お
ま
え
さ
ん
、
懐
刀
の
意
味
は
知
っ
と
っ
か
え
？
」

　
俺
は
知
ら
な
い
。
反
応
が
な
か
っ
た
の
で
、
花
嫁
さ
ん
も
即
答
は
で
き
な
か
っ
た
ら
し
い
。

「
元
々
は
武
家
の
娘
が
護
身
用
に
持
ち
歩
い
と
っ
た
ん
が
根
づ
い
た
も
ん
だ
わ
。
邪
気
払
い
だ
っ
た
り
、
結
婚

へ
の
覚
悟
の
表
れ
で
あ
っ
た
り
、
意
味
合
い
は
色
々
あ
る
よ
う
だ
い
ど
、
本
を
正
せ
ば
自
分
の
身
は
自
分
で

国
語
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守
る
、
と
い
う
こ
と
だ
わ
ね
。
け
ど
あ
た
し
は
、
一
番
は
心
の
拠
り
所
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
と
る
ん
だ
わ
」

　
反
応
は
、
な
い
。
か
が
り
さ
ん
は
続
け
る
。

「
武
家
の
娘
が
嫁
ぐ
と
き
に
、
懐
刀
を
持
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
い
ざ
と
い
う
と
き
自
分
の
身
を
守
る
た
め
で
あ

り
、
あ
る
い
は
自
決
の
た
め
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ん
。
そ
の
手
段
を
隠
し
持
っ
と
る
い
う
こ
と
が
、
自
分
を

強
く
保
つ
た
め
の
支
え
で
も
あ
っ
た
わ
け
だ
わ
。
今
の
世
も
そ
う
だ
が
、
か
つ
て
の
女
性
た
ち
も
強
く
あ
ら

な
い
け
ん
か
っ
た
は
ず
。
そ
の
た
め
に
は
背Ｃ

骨
が
も
う
一
つ
必
要
だ
っ
た
ん
だ
ね
ぇ
か
い
ね
」

「
抜
い
て
み
っ
だ
わ
ね
」
と
言
っ
た
の
で
、
か
が
り
さ
ん
は
刀
を
花
嫁
に
差
し
出
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
し
ば
ら
く
無
言
だ
っ
た
。
や
が
て
た
め
息
を
こ
ぼ
す
よ
う
に
、
花
嫁
が
つ
ぶ
や
く
。

「
…
…
綺
麗
」

　
そＤ

し
て
今
度
は
、
本
物
の
た
め
息
が
一
つ
。

「
で
も
こ
れ
、
本
当
に
斬
れ
る
ん
で
す
よ
ね
？
」

「
も
ち
ろ
ん
」

「
刃
を
落
と
す
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？
」

「
ま
あ
…
…
ど
う
し
て
も
や
り
た
い
な
ら
、
自
分
で
や
っ
て
ご
せ
な
。
買
わ
れ
た
後
の
扱
い
ま
で
、
あ
た
し
に

ど
う
こ
う
言
う
権
利
は
な
い
け
ん
ね
」

「
…
…
ど
う
し
て
刃
を
？
」

「
あ
た
し
は
刀
鍛
冶
だ
け
ん
。
刀
は
斬
れ
る
も
ん
だ
わ
。
斬
れ
ん
刀
は
刀
と
は
言
わ
ん
わ
よ
」

　
そ
れ
こ
そ
斬
れ
味
鋭
い
刀
の
よ
う
に
、
か
が
り
さ
ん
は
す
ぱ
っ
と
言
い
切
っ
た
。

「
そ
の
短
刀
が
手
入
れ
以
外
で
鞘
か
ら
抜
か
れ
る
の
は
、
お
ま
え
さ
ん
の
身
に
何
か
あ
っ
た
と
き
だ
ら
。
そ
げ

な
日
は
こ
ん
方
が
い
い
し
、
あ
た
し
も
そ
う
願
っ
と
る
。
ほ
っ
だ
い
ど
も
し
そ
げ
な
日
が
本
当
に
き
た
と
き
に
、

き
ち
ん
と
頼
れ
る
刃
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
だ
わ
。
そ
れ
が
親
御
さ
ん
の
願
い
で
も
あ
る
け
ん
ね
」

「
そ
ん
な
、
戦
国
時
代
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
ら
…
…
」

　
彼
女
は
苦
笑
い
し
た
が
、
か
が
り
さ
ん
は
茶
化
さ
れ
な
か
っ
た
。

「
時
代
は
関
係
な
い
わ
よ
。
仮
に
世
界
か
ら
戦
が
な
く
な
っ
た
っ
て
、
あ
ん
た
の
人
生
か
ら
戦
い
が
な
く
な
る

わ
け
だ
な
い
だ
け
ん
」

　
か
が
り
さ
ん
は
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
俺
は
首
を
ひ
ね
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
か
が
り
さ
ん
と
目

を
合
わ
せ
て
い
る
だ
ろ
う
花
嫁
さ
ん
に
は
、
何
か
受
け
取
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

「
…
…
い
た
だ
い
て
い
き
ま
す
」

「
お
幸
せ
に
」

　
か
が
り
さ
ん
は
短
く
祝
福
の
言
葉
を
口
に
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

（
天
沢
夏
月

　『
青
の
刀
匠
』　
ポ
プ
ラ
社
、
二
〇
二
二
年
、
一
五
五
頁
～
一
五
九
頁
、
一
部
変
更
）
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守
る
、
と
い
う
こ
と
だ
わ
ね
。
け
ど
あ
た
し
は
、
一
番
は
心
の
拠
り
所
じ
ゃ
な
い
か
と
思
っ
と
る
ん
だ
わ
」

反
応
は
、
な
い
。
か
が
り
さ
ん
は
続
け
る
。

「
武
家
の
娘
が
嫁
ぐ
と
き
に
、
懐
刀
を
持
っ
て
い
く
。
そ
れ
は
い
ざ
と
い
う
と
き
自
分
の
身
を
守
る
た
め
で
あ

り
、
あ
る
い
は
自
決
の
た
め
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ん
。
そ
の
手
段
を
隠
し
持
っ
と
る
い
う
こ
と
が
、
自
分
を

強
く
保
つ
た
め
の
支
え
で
も
あ
っ
た
わ
け
だ
わ
。
今
の
世
も
そ
う
だ
が
、
か
つ
て
の
女
性
た
ち
も
強
く
あ
ら

な
い
け
ん
か
っ
た
は
ず
。
そ
の
た
め
に
は
背Ｃ

骨
が
も
う
一
つ
必
要
だ
っ
た
ん
だ
ね
ぇ
か
い
ね
」

「
抜
い
て
み
っ
だ
わ
ね
」
と
言
っ
た
の
で
、
か
が
り
さ
ん
は
刀
を
花
嫁
に
差
し
出
し
た
の
だ
ろ
う
。

し
ば
ら
く
無
言
だ
っ
た
。
や
が
て
た
め
息
を
こ
ぼ
す
よ
う
に
、
花
嫁
が
つ
ぶ
や
く
。

「
…
…
綺
麗
」

そＤ

し
て
今
度
は
、
本
物
の
た
め
息
が
一
つ
。

「
で
も
こ
れ
、
本
当
に
斬
れ
る
ん
で
す
よ
ね
？
」

「
も
ち
ろ
ん
」

「
刃
を
落
と
す
こ
と
は
で
き
ま
す
か
？
」

「
ま
あ
…
…
ど
う
し
て
も
や
り
た
い
な
ら
、
自
分
で
や
っ
て
ご
せ
な
。
買
わ
れ
た
後
の
扱
い
ま
で
、
あ
た
し
に

ど
う
こ
う
言
う
権
利
は
な
い
け
ん
ね
」

「
…
…
ど
う
し
て
刃
を
？
」

「
あ
た
し
は
刀
鍛
冶
だ
け
ん
。
刀
は
斬
れ
る
も
ん
だ
わ
。
斬
れ
ん
刀
は
刀
と
は
言
わ
ん
わ
よ
」

そ
れ
こ
そ
斬
れ
味
鋭
い
刀
の
よ
う
に
、
か
が
り
さ
ん
は
す
ぱ
っ
と
言
い
切
っ
た
。

「
そ
の
短
刀
が
手
入
れ
以
外
で
鞘
か
ら
抜
か
れ
る
の
は
、
お
ま
え
さ
ん
の
身
に
何
か
あ
っ
た
と
き
だ
ら
。
そ
げ

な
日
は
こ
ん
方
が
い
い
し
、
あ
た
し
も
そ
う
願
っ
と
る
。
ほ
っ
だ
い
ど
も
し
そ
げ
な
日
が
本
当
に
き
た
と
き
に
、

き
ち
ん
と
頼
れ
る
刃
で
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い
だ
わ
。
そ
れ
が
親
御
さ
ん
の
願
い
で
も
あ
る
け
ん
ね
」

「
そ
ん
な
、
戦
国
時
代
じ
ゃ
な
い
ん
で
す
か
ら
…
…
」

彼
女
は
苦
笑
い
し
た
が
、
か
が
り
さ
ん
は
茶
化
さ
れ
な
か
っ
た
。

「
時
代
は
関
係
な
い
わ
よ
。
仮
に
世
界
か
ら
戦
が
な
く
な
っ
た
っ
て
、
あ
ん
た
の
人
生
か
ら
戦
い
が
な
く
な
る

わ
け
だ
な
い
だ
け
ん
」

か
が
り
さ
ん
は
そ
れ
以
上
何
も
言
わ
な
か
っ
た
。
俺
は
首
を
ひ
ね
っ
た
が
、
お
そ
ら
く
か
が
り
さ
ん
と
目

を
合
わ
せ
て
い
る
だ
ろ
う
花
嫁
さ
ん
に
は
、
何
か
受
け
取
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
だ
っ
た
。

「
…
…
い
た
だ
い
て
い
き
ま
す
」

「
お
幸
せ
に
」

か
が
り
さ
ん
は
短
く
祝
福
の
言
葉
を
口
に
し
た
だ
け
だ
っ
た
。

（
天
沢
夏
月
『
青
の
刀
匠
』
ポ
プ
ラ
社
、
二
〇
二
二
年
、
一
五
五
頁
～
一
五
九
頁
、
一
部
変
更
）

―
　
　
―11

問
一

　
傍
線
部
Ａ
「
し
ゃ
ん
し
ゃ
ん
し
つ
ら
え
た
も
ん
」　
の
意
味
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
１
～
４
の

中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、

１

。

　
１

　
二
つ
と
な
い
希
少
な
も
の

　
２

　
可
能
な
限
り
高
価
な
も
の

　
３

　
家
の
伝
統
を
誇
れ
る
も
の

　
４

　
周
到
に
準
備
し
た
も
の

問
二

　
傍
線
部
Ｂ
「
言
外
に
含
ん
だ
俺
の
指
摘
」　
と
あ
る
が
、
そ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
１

～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。
解
答
番
号
は
、

2

。

　
１

　
結
婚
式
で
は
専
用
の
袋
に
入
れ
て
渡
す
の
だ
か
ら
刀
は
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
。

　
２

　
儀
式
の
な
か
で
使
う
だ
け
な
の
に
、
本
物
の
刀
な
ど
必
要
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。

　
３

　
形
だ
け
で
実
用
性
の
な
い
も
の
を
作
り
つ
づ
け
る
の
は
意
味
が
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
。

　
４

　
結
婚
式
に
刀
を
贈
る
な
ど
時
代
錯
誤
で
、
そ
の
習
わ
し
は
す
た
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う

こ
と
。

問
三

　
傍
線
部
Ｃ
「
背
骨
が
も
う
一
つ
必
要
だ
っ
た
」　
と
あ
る
が
、
懐
刀
が
も
う
一
つ
の
背
骨
に
な
る
の
は

ど
う
し
て
か
。
最
も
適
切
な
も
の
を
、
１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

解
答
番
号
は
、

3

。

　
１

　
刀
を
持
っ
て
い
る
こ
と
で
男
性
と
対
等
の
強
さ
を
持
て
た
か
ら
。

　
２

　
自
分
の
夫
の
命
を
守
る
の
も
妻
の
役
目
だ
と
示
す
こ
と
が
で
き
た
か
ら
。

　
３

　
武
家
の
娘
が
自
分
を
強
く
保
つ
た
め
の
心
の
拠
り
所
と
な
っ
た
か
ら
。

　
４

　
邪
気
払
い
と
し
て
の
お
守
り
の
効
果
が
期
待
で
き
た
か
ら
。

問
四

　
傍
線
部
Ｄ
「
そ
し
て
今
度
は
、
本
物
の
た
め
息
が
一
つ
」　
と
あ
る
が
、
こ
の
時
の
花
嫁
の
心
情
と
し

て
最
も
適
切
な
も
の
を
、
１
～
４
の
中
か
ら
一
つ
選
び
、
そ
の
番
号
を
マ
ー
ク
し
な
さ
い
。

　
　
　
解
答
番
号
は
、

4

。

　
１

　
本
物
の
刀
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て
思
わ
ず
声
が
出
た
が
、
斬
る
た
め
の
道
具
で
あ
る
と
い
う
現
実
に

返
り
、
自
分
が
持
つ
こ
と
に
戸
惑
い
を
感
じ
た
。

　
２

　
本
物
の
刀
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て
思
わ
ず
声
が
出
た
が
、
こ
の
刀
を
持
つ
と
い
う
結
婚
の
意
味
の
重

み
を
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
に
感
じ
た
。

　
３

　
本
物
の
刀
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て
思
わ
ず
声
が
出
た
が
、
将
来
子
供
が
う
っ
か
り
触
っ
て
し
ま
う
こ

と
を
考
え
る
と
と
て
も
受
け
取
れ
な
い
と
思
っ
た
。

　
４

　
本
物
の
刀
の
美
し
さ
に
見
と
れ
て
思
わ
ず
声
が
出
た
が
、
武
家
の
女
性
の
結
婚
と
比
べ
ら
れ
て
、
立

場
が
違
い
す
ぎ
る
と
あ
き
れ
た
。

国
語
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6 ．�受験する学科／コースによって、選択できる教科が異なります。下表を各自が確認し、
解答してください。

学科／コース 選択教科

英語文化学科 「英語/国語」

比較文化学科 「英語/国語」

現代社会学科 「英語/数学/国語」

経済学科 「英語/数学/国語」

経営学科 「英語/国語」

法学科 「英語/国語」

地域創生学科 「英語/国語」

生命科学コース 「英語/数学」または「英語/国語」

数理・物理コース 「英語/数学」または「数学/国語」

応用化学コース 「英語/数学」または「数学/国語」

表面工学コース 「英語/数学」または「数学/国語」

先進機械コース 「英語/数学」または「数学/国語」

電気・電子コース 「英語/数学」または「数学/国語」

健康科学・テクノロジーコース 「英語/数学」または「数学/国語」

情報ネット・メディアコース 「英語/数学」または「数学/国語」

土木・都市防災コース 「英語/数学」または「数学/国語」

建築・環境学科 「英語/数学」または「英語/国語」または「数学/国語」

コミュニケーション学科 「英語/国語」

共生デザイン学科 「英語/数学/国語」

管理栄養学科 「英語/数学」

こども発達学科 「英語/国語」または「数学/国語」

看護学科 「英語/数学/国語」


